
芦屋町下水道事業経営戦略（素案）【概要版】 
令和５年度／２０２３年度 

１．策定の背景 
（経営戦略策定の趣旨） 
 平成２９年３月に「芦屋町下水道事業経営戦略」を策定しました。その後、人
口減少が続いていること、供用開始から４０年以上経過した多くの施設で老朽化
が進んでいることから、経営状況がより厳しくなることが予想されます。そのた
め、近年の下水道を取り巻く環境に合わせて経営戦略を見直すものです。 

（計画期間） 
令和５年度～令和１４年度 

（１０年間） 

２．下水道事業の現状と課題 
（水洗化人口） 
 下水道の整備は概ね完了していますので、人口減少
の影響を受け、水洗化人口はＨ２５年度からＲ４年度
で１,６５５人減少しています。また、今後もその状況
は続くと見込まれます。 

（有収水量） 
 人口減少により、有収水量はＨ２５年度からＲ４年度
で１３２千 m3／年減少しています。 

（使用料収入） 
下水道使用料収入は、平成２７年度まで減少傾向で

したが、平成２８年度に使用料改定した後は、横ばい
傾向に改善しています。 

コロナ禍における外出自粛の影響と考えられます。 

（類似団体との比較） 
経営指標の類似団体比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後、既設管渠や処理場・ポンプ場の老朽化による

更新費用が増加するため、投資計画を作成し、適切な
財源確保、財源構成の検討を行う必要があります。ま
た、過度に一般会計からの繰入金に頼ることなく、適
切な経営を行っていく必要があります。 

３．経営戦略の基本方針 
      

すべての町民がいつまでも安心して暮らせるよう 

        「安全で快適な下水道サービスを、持続的・安定的に提供する」 

 

４．投資・財政計画 
（改築更新）ストックマネジメント計画に基づき、事業の平準化を考慮して、計画的に改築・更新に取り組み

ます。 

（耐震対策）維持管理等に係る人員が常駐・巡回する施設（建築構造物）を優先して対策を進めます。 

（再生エネルギー活用）平成２９年度に消化ガス発電設備を設置し、発電電力を場内で活用中です。 

           引き続き再生エネルギーの活用に努めます。 

（広域化・共同化）福岡県汚水処理事業広域化・共同化計画に基づき、近隣市町との広域化・共同化を検討し

ます。 

（下水道使用料適正化）経営健全化のための取組を継続して行いながら、４年毎に使用料改定を検討します。 

（一般会計からの繰入金適正化）使用料等の財源を確保し、独立採算制の基本原則に基づく経営に努めます。 

５．計画の点検と進捗管理 
（計画の点検と進捗管理） 
 計画の進捗管理を行い、計画と実績値に乖離が生じ
た場合や、前提とする経営環境の条件が変更となった
場合など、必要に応じて３～５年毎に計画の見直しを
行います。 

 

（経費回収率の向上に向けたロードマップ） 
 将来の使用料収入確保に必要な投資を実行しなが
ら、経費回収率 100％を維持するため、施設の効率的
な運営に取り組み、さらなる汚水処理原価の抑制に努
めます。また、適切な時期に使用料水準の見直しを行
い、事業運営のための財源確保に努めます。 
 
 
 
 
 
【ロードマップ】 

 

 

 

 
 
 経費回収率（％）＝下水道使用料／汚水処理費×１００ 
 使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているか 

を表した指標であり、使用料水準等を評価することが可能 
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